
大磯駅周辺安全・安心にぎわい創出事業 

 

事業概要：大磯駅前広場に安全、安心な歩行者空間、にぎわい環境を創出するとともにバス、タクシー、及び一

般車両の導線等を検討し、大磯駅前広場を含めた周辺の拠点整備の計画を策定する。 

また、大磯町土地開発公社所有の駅前用地については広く一般に開放し、にぎわい創出の場とするた

め必要最小限度の整備を行う。 

目的・効果：駅利用者等が安全・安心に通行できる空間の確保と大磯町の玄関口としてふさわしい駅前周辺エリ

アとして再整備することで、町民はもとより観光客から親しまれにぎわいのある大磯駅周辺を創出

する。 

年度別事業内容と事業費 

28 年度：大磯駅前広場の再整備における課題の整理と検討 

29 年度：大磯駅周辺安全・安心にぎわい創出計画策定・平面測量・交通量調査 事業費約 1,437 万円 

30 年度：駅前広場整備実施設計・補償・用地買収 事業費 4,150 万円 

31 年度：各種工事（工事は計画に応じて各所管で実施する）事業費 未定 

 

実際の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度予算： 予算額約 1,437 万円 決算額：908 万円  

計画案策定検討会：7/17 第 1 回 11/13 第 2 回 12/25 第 3 回 3/14 第 4 回 開催した。 

検討会での協議事項 ①計画案 3 案のうち A・C 案に絞り次年度に検討する。 

②旧駐輪場跡地計画の検討をする。 

③幹線 12 号・停車場線の整備手法を整理する。 

 
平成 30 年度 

町からは 30 年度は関係機関との調整などを行うため予算は付けないと報告があったが 8 月 7 日の総務建設

常任委員会協議会で、計画案のうち C 案は取りやめ、A 案を基本に検討するとの報告があった。 

平成 31 年度予算：大磯駅周辺安全安心・にぎわい創出事業費 546 万円 

事業内容：大磯駅前広場計画検討業務委託   

駅前広場 4000 ㎡の境界確定測量・関係機関協議 パブコメ 計画案図面作成 

 

今後のスケジュール  

平成 30 年度に事業を行わなかったため、事業は 1 年遅れで実施すると思われる。しかし計画策定検討会で決

定した②旧駐輪場跡地計画の検討③幹線 12 号・停車場線の整備手法の整理については現在公表されていな

い。 

事業の背景 

平成 24 年にマンション建設予定地であった 5000 ㎡を大磯町土地開発公社が 5 億円で先行取得して後、平成

26 年に現在の駐輪場を建設しました。駐輪場建設にあたっては駅前用地利活用検討委員会・町民ワークショ

ップ・大磯町自転車等駐車対策協議会で検討しましたが、駅前用地利活用検討委員会から出された「駅前土

地利用の具体的な将来像は駐輪場整備後、多くの町民や行政関係者、学識経験者によって時間をかけて検討

すべき」との答申に基づき、まちづくり基本計画の改定、第 4 次総合計画実施計画への位置付けを経て「大

磯駅安全・安心賑わい創出事業」として平成 29 年から進めることになりました。大磯町総合計画実施計画調

書では①予算規模が大きい②長期的な視点で取り組む、投資的事業となっています。 

 



 

A 案イメージ図 

A 案図面 

A 案イメージー図 

（仮称）大磯駅周辺安全安心・にぎわい 

創出計画（案） 第４回検討会議資料より 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

平成 31 年 1 月 28 日（月） 

総務建設常任委員会協議会 説明資料より 



 

 


